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問題設定

『拘束条件を考慮したフィードフォワード方策の活用』
[例題]

『拘束条件を考慮したフィ ドフォワ ド方策の活用』

平田研二 例題2 より

制御対象 コントローラー
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問題設定

Input 
Constraint

reference

Constraint

PlantController
－

reference

Fujita LaboratoryTokyo Institute of Technology
5



Tokyo Institute of Technology

問題設定

25.225.2 ≤≤− u入力拘束
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拘束条件が制御性能を劣化させた！
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問題設定
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問題設定

拘束条件が制御性能を劣化させる

目標値を修正することで改善しよう！
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シミュレーション

リファレンスガバナ適用結果
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シミュレーション

● リファレンスガバナの構成手順

1. 最大出力許容集合Oinfを作る

(拘束条件を守るような初期状態をすべて集めた集合)

})())0(),(;(|)0({inf 0
+∈∈⋅∈⋅∈= ZtandWwallforZxwtzRxO n

(拘束条件を守るような初期状態をすべて集めた集合)

2 作 た 中 目標 きるだけ近2. 1で作ったOinfの中で、元の目標にできるだけ近い
ものを修正目標として出力する
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Oinf の構成手順

Oinf : 拘束条件を守るような初期状態を

1. 拡大系を作る

すべて集めた集合
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Oinf の構成手順
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次々に条件式が加わっていく
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Oinfの構成イメージ

Oinfの構成イメージ図

Oi fOinf
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冗長な条件式が出てきたら、Oinfが決定する
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リファレンスガバナの構成方法
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2. Oinfの中で、元の目標 にできるだけ近いものを

修正目標 として出力する)(t
)(tr
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修正目標 として出力する)(tg
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おわりに

• まとめ

リファレンスガバナの目的はリファレンスガバナの目的は、

拘束条件内で制御を行うこと

• 今後の計画

DCモーターの位置制御実験DCモ タ の位置制御実験
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